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「再生医療のこれまでとこれから」 

プログラム 
 

 

 

 

 

 

日時：平成２８年７月１８日（月・祝）１３：００～１７：３０ 

 会場：  鹿児島大学桜ケ丘キャンパス内歯学部研究棟３階第一総合示説室 

〒890-8544  鹿児島県鹿児島市桜ケ丘 8 丁目 35 番 1 号 

 

 

 



 

第８回日本再生歯科医学会シンポジウム 

の開催にあたって 
 

世話人   西谷 佳浩 

鹿児島大学学術研究院医歯学域歯学系歯科保存学分野   教授 

 

 青葉の候、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。  

さて、この度平成 28 年 7 月 18 日（月・祝）に第 8 回日本再生歯科医学会シンポジウムを

私ども鹿児島大学学術研究院歯科保存学分野の担当で鹿児島大学桜ヶ丘キャンパスにおい

て開催する運びとなりました。本シンポジウムを鹿児島で開催できますことは、私自身の

みならず教室員一同、大変光栄に存じており、心より感謝申し上げます。 

本年度は第 14 回日本再生歯科医学会学術大会を北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建

学系う蝕制御治療学分野 斉藤隆史先生が札幌にて開催され、北と南の地から再生医療に

ついて発信する年となります。 

本シンポジウムでは、「再生医療のこれまでとこれから」というテーマで、金沢工業大学先

端電子技術応用研究所 堤 定美先生、大阪歯科大学歯科理工学講座 今井 弘一先生、

鹿児島大学解剖法歯学分野 田松 裕一先生、鹿児島大学歯科矯正学分野 植田 紘貴先生、

鹿児島大学歯科保存学分野 星加 知宏先生の 5 名の講師をお迎えし、再生医療に関する

最新のご研究成果および臨床応用の状況についてご講演をいただく予定です。また本シン

ポジウムでは、ポスター発表も企画しております。より多くの皆様にご発表いただくこと

で、活発なご討論を通じて最新の情報を吸収していただき、歯学でも積極的に行われてお

ります材料学、再建学と再生医学の連携、融合がより一層活発に行われますこと、再生医

療に携わられる皆様にとって今後の臨床・研究の一助となりますことを祈念しております。 

多くの皆様にご参加いただけますようお願い申し上げます。 

 



 

ご 案  内 

● 〒890-8544  鹿児島県鹿児島市桜ケ丘 8 丁目 35 番 1 号 

鹿児島大学桜ケ丘キャンパス内歯学部研究棟３階第一総合示説室 

 

・タクシー：鹿児島中央駅タクシー乗り場から（約 20 分） 

・電車：１系統谷山行き脇田電停にて下車し、市営バス（シャトル便）・鹿児島交通バス利

用。タクシー4 分、徒歩 25 分。 

・JR 九州：指宿・枕崎線宇宿駅にて下車し、市営バス・鹿児島交通バス利用。タクシー4

分、徒歩 25 分。 

・バス 

市営バス 

系統番号 系統名 始発（経由） バス停 

18 大学病院線 
市役所前 

（中央駅・東紫原陸橋） 

18 シャトルバス 
脇田電停 

（大学病院・・桜ケ丘団地） 

「桜ケ丘南口」から徒歩 7

分 又は 「歯学部前」

から徒歩 2分 

 

鹿児島交通バス 

系統番号 系統名 始発（経由） バス停 

17 桜ケ丘 

18 魚見ヶ原 

鹿児島駅前 

（中央駅・広木） 

「大学病院前」または「歯

学部前」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●クールビズについて 

服装について、本学会ではクールビズを奨励しています。 

しかし、冷房下に座っている時間も長いこともありますので、その点には十分に ご配慮

ください。 

また、学会スタッフもクールビズに取り組みますので、ご理解の程、お願い申し上げま

す。 

 

●シンポジウム登録費：2,000 円 

（抄録代含む。学部生・専門学校生は無料。大学院生は除く） 

 

●一般演題 

一般演題（ポスター発表のみ）を募集いたします。6 月１0 日（金）までに抄録（400 字

程 度 ）  を 第 8 回 日 本 再 生 歯 科 医 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 事 務 局  宛 て

（jard2016sympo@gmail.com ）にお送りください。 

 

●ポスター発表掲示形式 

ポスターパネルは、掲示可能なスペースが横 90cm、縦 180cm ですので、それ以内の大

き さで作成してください。 

最上段左側の横 20cm、縦 20cm は演題番号用スペースで、演題番号はこちらで用意しま 

す。 

共同発表の場合、発表代表者の前に○印を付けてください。 

歯学部病院

歯学部研究棟 

バス停 



ポスターには図や表を多用し、見やすいように作成してください。3 メートルの距離から

でも 明確に読めるようにしてください。研究目的、材料および方法、成績、考察、結論な

どを簡 潔に記載してください。 

 

ポスター掲示用の押しピンはこちらで用意します。 

 

●連絡先 

第８回日本再生歯科医学会シンポジウム事務局 

世話人    西谷 佳浩 

 準備委員長  星加 知宏 

〒890-8544 

鹿児島県鹿児島市桜ケ丘 8 丁目 35－1 

鹿児島大学学術研究院医歯学域歯学系歯科保存学分野 

TEL・FAX 099-275-6192 

E-mail; jard2016sympo@gmail.com



 

シンポジウム「再生医療のこれまでとこれから」概要 

 

コーディネーター  西谷 佳浩   鹿児島大学学術研究院医歯学域歯学系歯科保存学分野   教授  

 

シンポジスト 

堤 定美    金沢工業大学先端電子技術応用研究所 

東京原宿分室 客員教授 

                 「再生医療と国際規格」 

 

今井 弘一   大阪歯科大学大学院歯科理工学講座 教授 

 「近未来の再生医療と生物学的安全性試験への 

胚性幹細胞の応用」 

 

田松 裕一   鹿児島大学大学院医歯学総合研究科解剖法歯学分野 

教授 

 「顔面のシワ深さに関与する皮膚の構造因子」 

 

植田 紘貴    鹿児島大学大学院医歯学総合研究科歯科矯正学分野 

助教 

 「内臓感覚が唾液分泌と嚥下機能に果たす役割」 

 

星加 知宏    鹿児島大学医歯学域歯学系医学部・歯学部附属病院 

成人系歯科センター（保存科） 助教 

 「象牙質接着界面における石灰化誘導の応用」 

 



シンポジウム「再生医療のこれまでとこれから」スケジュール 

 

平成28年7月18日（月） 

 

 １３：００ －      開会式 

 

 

１３：００ －１４：００  「再生医療と国際規格」  

シンポジスト   堤 定美（金沢工業大学・客員教授）  

 

１４：００ －１４：４０  「近未来の再生医療と生物学的安全性試験への  

胚性幹細胞の応用」  

シンポジスト  今 井  弘 一 （大阪歯科大学・教授） 

 

総会 

 

１５：１０−１５：３０   ポスター討論 

 

１５：３０−１５：４０     休憩 

 

１５：４０−１６：１０  「顔面のシワ深さに関与する皮膚の構造因子」  

シンポジスト 田松 裕一 （鹿児島大学・教授） 

 

１６：１０−１６：４０  「内臓感覚が唾液分泌と嚥下機能に果たす役割」  

シンポジスト 植田 紘貴  （鹿児島大学・助教） 

 

１６：４０−１７：１０  「象牙質接着界面における石灰化誘導の応用」  

シンポジスト   星加 知宏   （鹿児島大学病院・助教）  

 

１７：１０－１７：３０    総合討論 

 

１７：３０          閉会式 

 

 

１４：４０ －１５：１０   


